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【歩行者のアクセス】 

 

新庁舎建築における課題

【車両のアクセス】 

 ・北側道路は、通学の送迎

や店舗出入りなどによ

り非常に混雑する 

建設候補地における課題 

・車両の出入りだけでなく、

歩行者の使い勝手も重視

した方が良い 

・来庁舎の車利用が多いた

め、２方向のアクセスは

必要と考えられる 

・周辺の地盤は弱いと聞いている。地盤調査

が必要ではないか。 

→この先の建築設計段階で地盤調査を予定

している。新庁舎は支持地盤に基礎杭を打

つなど調査結果を踏まえた構造となる 

・河津町庁舎のように、保健センターや子育

て支援施設などの機能があるとよい。 

・庁舎規模が大きくなる場合は南側隣接地で

もよいのでその機能を付加したい 
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・起債条件により求められた新庁舎の想定規

模 5,700 ㎡は機能上、妥当か。 

→庁舎規模については、必要機能を整理して

規模を算定する必要がある。庁舎機能につ

いては次回審議会にて意見交換する。 

・歩行者動線は駅方向、国道

側からの進入も重要。北・

東・西、3 方からのアプロ

ーチとなる 

【東側道路との高低差】 

 
・高低差は課題である一方、高低差利用して

２F を窓口にするなど、メリットとして活

用できる可能性もある 

→今後建築設計により提案を求める 

・大型車両進入までは求めないが、日常利用

として乗用車の東側進入は確保したい 

【駐車場】 

 
・立体駐車場については建築設

計の条件として駐車台数を

60 台とするか 90 台とする

かで設置の要否が決まる 

→南側隣接地の将来利用にて整

備する可能性も踏まえて台数

条件を判断し提案を求める 

【周辺敷地・ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ】 

 ・２F が窓口となるので

あれば国道側が市庁

舎の“顔”となるので

はないか 

・西側隣接地への圧迫感はできる

だけ抑えたい

・南側隣接地の将来計画（既存活用の有無等）について知りた

い。南側に予定される機能によって庁舎に必要とされる機能

が変わってくるのではないか

・市民が集えるようなオープンス

ペースはなるべく確保したい

【配置計画の要件について】 

○ 車両（乗用車）の出入は計画地北側道路と東

両側道路の２方向を確保する。 

〇 歩行者動線は３方向からの動線を想定し、新

庁舎の入口は各方向からの出入に対して分

かりやすく、利便性の高い位置・高さに設け

る。 

〇 駐車場台数については、必要台数 90 台程度

をすべて計画地内に設けるか否かを判断し

設計にて提案を求める。 

○ 市民が集えるオープンスペースを設けるこ

とが望ましい。 

〇 新庁舎には保健・子育や交流ｽﾍﾟｰｽなど、機

能付加されることが望ましいが、市庁舎内に

含めるか否かについては南側隣接地の将来

計画を踏まえて整理する。 

歩行者想定ルート

車両想定ルート
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